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東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関
越
高
速
道
路
〜
東
名
高
速
道
路
間
）
の
大
深
度
地
下
ト
ン
ネ
ル
の
初
期
掘
進
工
事
の
影
響
で
、

今
年
の
五
月
中
旬
以
降
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
に
よ
る
掘
削
に
使
用
す
る
圧
縮
空
気
が
、
東
京
都
世
田
谷
区
内
の
野
川
か
ら
噴
出

し
続
け
た
。
ま
た
、
六
月
二
十
八
日
に
は
、
同
区
内
の
工
事
ヤ
ー
ド
内
で
地
下
水
が
流
出
す
る
事
象
も
発
生
し
た
。

予
定
地
の
沿
線
住
民
か
ら
は
、
強
い
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

こ
の
事
態
を
ふ
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

大
深
度
地
下
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
工
事
に
よ
り
野
川
で
噴
出
し
た
気
泡
の
成
分
は
、
酸
素
濃
度
が
低
い
と
聞
い
て
い
る
。

国
土
交
通
省
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
が
気
泡
噴
出
を
確
認
し
た
日
時
を
含
む
対
応
の
具
体
的
経
過
、
酸
素
濃
度
の
数
値
並
び
に
住

民
と
自
治
体
に
対
し
、
こ
の
事
象
を
い
つ
説
明
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

ま
た
、
国
土
交
通
省
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
が
、
地
下
水
の
流
出
を
確
認
し
た
日
時
を
含
む
対
応
の
具
体
的
経
過
、
地
下
水
の
流

出
量
並
び
に
住
民
と
自
治
体
に
対
し
、
こ
の
事
象
を
い
つ
説
明
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

仮
に
、
同
様
の
工
法
（
気
泡
シ
ー
ル
ド
工
法
）
を
用
い
て
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
本
掘
進
を
始
め
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
個

人
宅
等
の
民
有
地
内
の
軒
先
・
井
戸
跡
・
ボ
ー
リ
ン
グ
孔
跡
等
か
ら
も
、
酸
素
濃
度
の
低
い
空
気
の
噴
出
が
相
当
長
期
に
続

一



く
可
能
性
や
地
下
水
が
流
出
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
る
が
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

酸
素
濃
度
の
低
い
空
気
が
ト
ン
ネ
ル
、
地
下
室
、
半
地
下
室
等
に
溜
ま
る
場
合
は
、
酸
欠
事
故
の
危
険
性
が
あ
る
。

同
様
の
工
法
を
用
い
て
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
本
掘
進
が
始
ま
り
、
仮
に
低
酸
素
の
空
気
の
漏
出
が
続
い
た
場
合
、
い
か
な

る
危
険
性
が
存
在
す
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

五
月
の
気
泡
発
生
、
そ
し
て
六
月
の
地
下
水
流
出
が
生
じ
る
ま
で
、
住
民
に
対
す
る
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
等
の
説
明
に
よ
る
と
、

酸
素
濃
度
の
低
い
空
気
が
地
表
部
に
漏
出
し
続
け
る
可
能
性
や
地
下
に
あ
る
水
が
地
表
部
に
流
出
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
、

説
明
が
一
切
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
国
土
交
通
省
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
は
、
酸
素
濃
度
が
低
い
空
気
や
地
下
水
等
の
地
表
部
へ
の
漏
出
が
発
生
す
る
こ
と

を
、
事
前
に
把
握
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
事
実
の
経
緯
を
含
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

さ
ら
に
、
国
土
交
通
省
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
は
、
本
来
な
ら
ば
、
事
業
認
可
前
に
住
民
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
象
の
発
生

の
可
能
性
を
説
明
す
べ
き
で
あ
る
。

国
土
交
通
省
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
は
、
な
ぜ
、
住
民
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
象
が
生
じ
う
る
こ
と
を
説
明
し
て
こ
な
か
っ

た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



六

酸
素
濃
度
が
低
い
空
気
や
地
下
水
の
地
表
部
へ
の
漏
出
等
、
地
表
に
影
響
を
与
え
る
事
象
が
連
続
的
に
発
生
し
た
事
態
を

受
け
て
、
国
土
交
通
省
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
は
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
掘
進
工
事
を
止
め
る
決
断
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
見
解
を

伺
う
。

七

「
大
深
度
地
下
法
」
は
、
土
地
所
有
者
の
同
意
も
な
く
、
大
深
度
地
下
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
前
提
は
、
工
事
が
地
表
部
に
対
し
て
影
響
を
与
え
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

憲
法
第
二
十
九
条
で
保
障
さ
れ
て
い
る
財
産
権
と
、
土
地
所
有
者
の
同
意
も
な
く
大
深
度
地
下
を
利
用
で
き
る
と
す
る
こ

と
と
の
関
係
を
、
国
土
交
通
省
は
如
何
に
整
理
し
て
い
る
か
、
論
点
を
詳
細
か
つ
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


